
 

小学校国語科単元計画【第６学年：読むこと】 

【単元のねらい】登場人物の心情や場面の描写について、朗読会に向けて読む練習を通して、自分の思いや考えが伝わるように読む力

を高める。 

 

【単元のめあて】宮沢賢治作品の朗読会を開こう。 

１次 

≪学習の見通しをもつ≫ 

１【めあて】朗読のモデルを聞き、朗読会を開く計画を立てよう。 

 【課 題】朗読では、どんな読み方をすればよいか。 

まとめ 

振り返り 

２次 

≪朗読の表現方法を考えて読む≫ 

１【めあて】五月と十二月をくらべて読もう。 

２【めあて】会話や情景の読み方を考えよう。 

３【めあて】優れた叙述について、自分の考えをまとめよう。 

４【めあて】「やまなし」の場面を選び、朗読を聞き合おう。 

５【めあて】自分の選んだ本の朗読の仕方を考えよう。 

振り返り 

３次 ≪朗読を発表し、感想を伝え合う≫ 

1/2【めあて】自分の選んだ本で朗読会を開き、感想を伝え合おう。 
振り返り 

【単元の振り返り】・「やまなし」は、はじめ意味がわからないところがあったけど、会話や情景を想像し友だちと考えを交流したら、

読み方を考えることができた。・朗読会では、みんなが読み方を工夫できていた。同じ本を選んだ人でも読み方が違っていた。 

・友だちから、うまく読めていたと言われたので、他の学年の友だちにも読みたい。 
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